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【実践報告⑥】 

目標設定し、見通しと振り返りを通じた、自ら学ぶ力の育成 

愛知県立豊丘高等学校 

 

１ はじめに 

 豊丘高校は、創立63年目を迎え豊橋市の東部に位置し、各学年普通科５クラス・生活文化科２クラスの

合計21クラスの２学科を併設した全日制の高等学校である。普通科は２年次より文系と理系の２コースに

分かれ、３年生の文系は私立型と国公立型にコース分けをしている。生活文化科は２年次よりライフコー

ス・フードコース・ファッションコースの３コースに分かれ、特色ある授業を行っている。 

 本校は「豊かな知性と円満な情操と強固な意志とを兼ね備えた、心身共に健康で良識をもった人材の育

成」という教育目標の下、主体的に課題を発見し、粘り強く解決しようとする生徒や、強い意志をもち、

高い目標を実現しようとする生徒の育成を目指している。 

 また、普通科の生徒の８割以上が四年制大学へ進学しており、その他の生徒は専門学校などに進学して

いる。生活文化科の生徒においても９割以上の生徒が大学・短大・専門学校へ進学しており、就職者は１

割に満たない。 

 

２ 実践の内容 

 (1) 研究主題とその経緯 

 今回の研究主題は「目標を設定し、見通しと振り返りを通じた、自ら学ぶ力の育成」である。この主題

に至った経緯は、本校の現状を考えた結果である。何かきっかけを与えないと自ら課題を発見し自ら学ぼ

うとしない生徒が多いため、自ら課題を発見し探究的に学び続けていく生徒を育てていきたいと考えた。 

 (2) 学校行事による実践 

  ア 方法 

 令和６年度は、資料１の「行事ノート」

を使用し、学校行事の場面で学びのＡＡＲ

（Anticipation （出あう）・Action （学ぶ）・

Reflection （振り返る））サイクルを回して

いくことを考えた。Anticipation （出あう）

においては、全体の目標を示し、生徒はど

う取り組みたいかを考え、個人の目標を設

定した。Action（学ぶ）においては、行事

にどう関わり、どう行動していきたいかを

考えた。Reflection（振り返る）において

は、行事の本番でどのように考えて行動し

たか、何を学んで何を感じたか、次の行事

や授業にどう生かしていきたいかを考えた。 

  イ 実践 

 研究対象とした学校行事は、夏季休業中（８月）に行う本校への進学を考えている地域の中学３年生を

対象とした学校説明会である。１・２年生の各クラスに２名、合計28名のオープンスクール委員に１学期

【資料１ 行事ノート】 
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中間考査後（６月）の委員会において、本取組の趣旨と資料１の行事ノートの記入について説明した。生

徒は、オープンスクール委員として学校説明会に「どのように取り組みたいか」と「個人の目標」を記入

した。夏季休業前（７月）に、個人の目標を達成するために「どのようにがんばっているか」や「本番にど

のように行動したいか」を記入した。また学校説明会後に、「どのように考えて行動したか」「学んだこと・

感じたこと」を振り返り、「次に生かしていきたいこと」と併せて記入した。 

  ウ 成果 

 資料２～資料４は当時の本校２年生のオ

ープンスクール委員が書いた行事ノートで

ある。資料２の「行事ノート（準備シート）」

には、「１人でも多くの中学生に豊丘の魅力

を感じさせるために、自分と同じ経験をさ

せることで、豊丘の魅力を知ってもらう。

そのために、考えて動けるようにしていき

たい」と記述されており、自分が中学生の

ときに参加した学校説明会でよかったと感

じたことを、中学生に伝えていきたいとい

う意欲を感じられた。 

 資料３の「行事ノート（プロセスシート）」

には、「自分で周りを見て気付き、周りの人

とコミュニケーションをとり、臨機応変に

対応できるようにする」と記述しており、先

輩として、１年生と積極的にコミュニケー

ションをとって、学校説明会をよりよいも

のにしていこうとする意思が感じられた。 

 資料４の「行事ノート（振り返りシート）」

には、「中学生がリラックスして話を聞ける

ようにコミュニケーションを多くとること

を意識した。発表を通じて、人に物事を伝え

ることの大切さと、難しさを学ぶことがで

きた。文化祭ではクラスの人たちと、しっか

りとコミュニケーションをとり合うように

していきたい」と記述されており、今回の経

験を通して感じたコミュニケーションの大

切さを次につなげていこうという意識が見

られた。 

 この生徒の記述から、準備シートで設定

した自らの目標に向けて、自ら考え実践し、

自らの体験を振り返ることで、次への学び

につなげていこうとする意欲を感じ取るこ

とができた。 

【資料２ 行事ノート（準備シート）】 

【資料３ 行事ノート（プロセスシート）】 

【資料４ 行事ノート（振り返りシート）】 
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 (3) 授業による実践 

  ア 方法 

 令和７年度は、資料５の 「授業目標・振り返りノート」を使

用し、授業で学びのＡＡＲサイクルを回していくことを考え

た。Anticipation （出あう）においては、単元目標から単元の

見通しを立てた。Action （学ぶ）においては、日々の振り返り

から次の授業への見通しを立てた。Reflection （振り返る）に

おいては、目標達成に向けどのように授業に取り組んだかを振

り返り、次の単元にどう生かしていきたいかを考えた。 

  イ 実践 

 研究対象としたクラスは１年生から３年生の全クラスで、対

象教科は全教科で実施した。資料５の 「授業目標・振り返りノ

ート」を基として、各教科でアレンジを加え使用した。単元の

最初に教科担任が単元の目標を示し、その目標の達成に向けて

生徒自身が目標（課題）を設定し、「授業目標・振り返りノート

（準備シート）」に目標（課題）を書いた。毎時間、「授業目標・

振り返りノート（プロセスシート）」を書き、日々の振り返りか

ら次の授業への見通しを立てるよう考えた。そして、毎時間教

科担任がチェックを行うようにした。単元終了時に、目標達成に向けどのように授業に取り組んだかを振

り返り、次の単元にどう生かしていきたいかを考えた。 

  ウ 成果 

 資料６～資料８は、本校２年

生文系数学Ⅱの授業で生徒の書

いた「授業目標・振り返りノー

ト」である。資料６の 「授業目標・

振り返りノート（準備シート）」

は、単元の最初の授業で書かせ

た。「加法定理のやり方をマスタ

ーする。最大・最小の解き方を前

回までのものとしっかり区別し

て解く」と記述されており、前時

までの内容を振り返り次の単元

の目標を設定していることが分

かる。 

 資料７の「授業目標・振り返り

ノート（プロセスシート）」は、

毎授業の終わりに書き、チェッ

クを行った。７月４日・８日には

「…覚えて解く方がよさそう」

や「…書いて覚える」と記述があ

【資料５ 授業目標・振り返りノート】 

【資料６ 授業目標・振り返りノート（準備シート）】 

【資料７ 授業目標・振り返りノート（プロセスシート）】 
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り、どう考えたらよいかという前向きな姿勢が見られた。７月10日には「…時間がかかってしまった。…

練習が必要」と記述があり、自分自身の課題を見つけ、次に何をすべきか考えていることが分かる。７月

11日には「…理解できたため、応用問題が解きやすくなった」と記述があり、基礎を理解し応用につなげ

ていくことができたという前向きな姿勢が見られた。７月15日には「…できなかった」と記述があり、ま

だ学習が不十分と感じているように読み取れる。「どのように解いたらできるようになったのか」「次は

更に何をするのか」など、より具体的に記述できるようにするという課題はあるが、日々の授業を振り返

っていく中で、次につなげ成長していこうとする意欲が感じられた。 

 資料８は、単元終了時の授業で書

いた 「授業目標・振り返りノート（振

り返りシート）」である。「日頃から

タイムプレッシャーの中の計算に

慣れる」「自分なりにまとめて理解

を深めた」と記述している。日々の

振り返りをさらに強固なものとす

るための工夫が感じられた。 

 「授業目標・振り返りノート（プ

ロセスシート）」では「覚える」「練

習が必要」と記述していたものが、 「授業目標・振り返りノート（振り返りシート）」では「理解を深めた」

と変化している。日々の振り返りをしていく中で、学びを更によくしていこうとする意欲的な姿勢が見ら

れた。さらに、次の単元に生かしていきたいことに、「流れで覚えるのではなく、文章からなにを使って

解くのか分かるぐらいになるまで解き続ける」と記述している。さまざまな問題に取り組んでいく中で、

理解を深めていこうと前向きな考えが感じ取られた。自分で解き方を工夫するなど考え実践し、自分の弱

みなどを理解することで、次への学びにつなげていくことについて考えることができた。 

 

３ 実践の成果と課題 

【資料８ 授業目標・振り返りノート（振り返りシート）】 

【資料９ アンケート結果】 

① 毎時間、「授業目標・振り返

りノート（プロセスシート）」

に振り返りを書くことで、次の

授業に生かすことはできました

か？ 

② 各単元において、より具体的

に目標に向かって取り組むこと

ができるようになりましたか？ 

③ 「授業目標・振り返りノート

（振り返りシート）」で単元を

振り返り、次の単元に生かすこ

とはできましたか？ 
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 (1) アンケート結果 

 前ページ資料９は令和７年度１学期の期末考査後に実施したアンケートの内容とその結果である。アン

ケートの実施状況としては、全体で83％の回答を得られた。 

 ①の「毎時間、「授業目標・振り返りノート（プロセスシート）」に振り返りを書くことで、次の授業に

生かすことができましたか？」では、【できた】と回答したのは全体で57％でした。特に３年生で63％と

高い数字となった。しかし、２年生生活文化科は45％と低くなった。 

 ②の「各単元において、より具体的に目標に向かって取り組むことができるようになりましたか？」で

は、【できた】と回答したのは全体で65％と高くなっており、特に３年生では普通科・生活文化科ともに

70％を超える数字となった。 

 ③の「「授業目標・振り返りノート（振り返りシート）」で単元を振り返り、次の単元に生かすことがで

きましたか？」では、【できた】と回答したのは全体で53％と低い結果となり、特に２年生では普通科・

生活文化科ともに50％を下回る数字となった。 

 (2) 実践の成果 

 令和６年度に学校行事の場面で学びのＡＡＲサイクルを回した結果、生徒が自身でどのようにがんばっ

たかを振り返り、それをどのように次に生かしていきたいかを考えることができた。この取組を学習面で

も生かすことができるよう、令和７年度は「授業目標・振り返りノート」を用いてＡＡＲサイクルを回し

た。生徒の書いた「授業目標・振り返りノート」やアンケート結果から、 「授業目標・振り返りノート（準

備シート）」では示した単元目標から自分の目標（課題）を設定することで、新しく習うことと同時に前回

までの学習内容と比較して新しい単元にどう取り組んでいこうかと考える意欲的な生徒の様子が感じられ

た。 
  「授業目標・振り返りノート （プロセスシート）」では、毎回の授業の振り返りを書くことで、日々の授

業の中でどう解いたらよいのか、どう取り組んでいったらよいのか試行錯誤を繰り返しながら、前向きに

考えて授業を受けている様子が感じられた。 
  「授業目標・振り返りノート （振り返りシート）」では、単元目標の達成度や取組を振り返ることで、日々

の振り返りを強固なものとするために工夫したり、さまざまな問題に取り組む中で解き方を工夫したりす

るなど、次の学びにつなげていこうとする様子が感じられた。 
 このＡＡＲサイクルを繰り返し行っていくことが、自ら目標（課題）を設定し考え、 「自ら学ぶ力」の育

成につながっていくことが実証できたと考える。さらに、次の学びに生かす「授業目標・振り返りノート」

を活用することで、観点別評価における「主体的に学習に取り組む態度」の評価へとつなげていきたい。 
 (3) 実践の課題 

 今回の実践における課題は、生徒に対して目的の共有などが上手く伝わらず、何のための「授業目標・

振り返りノート」であるのかを周知し実践することができなかった。そして、「自ら学ぶ力の育成に関する

研究」について、令和６年度末と令和７年度当初の職員会議で全教職員に周知したが、目的の共有など上

手くいかない部分があり教科ごとに温度差ができてしまった。学校全体で取り組み、理解して実践してい

く難しさがあったと考えられる。 
 

４ おわりに 

 研究を進めていく中で、「教員間の連携」や「教員と生徒との共通理解（目的の共有）」が不十分であっ

たことを強く感じた。研究チームを機能させ、頻繁に会議を行っていくことで、もっと情報共有をしてい

けばよかったと思った。 
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 毎時間の授業で生徒が書いた「授業目標・振り返りノート」を確認することで、分からなかったポイン

トを知ることができ、授業改善につなげていくことができた。さらに、同じ科目の教科担当と情報共有す

ることで、生徒のつまずいているポイントの共有ができた。 
 この研究を行ったことで、学校行事や学習での自ら学ぶことの実践はもちろんのこと、それら以外の行

事や部活動といった場面でも活用していきたいと考えている。 


